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１．市場動向と当社におけるＳＩの定義
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国内外ＩＴサービス市場の動向

国内ＩＴサービス市場規模※

国内市場の成長鈍化
（億円）

※モデレート・ケース

2010~2015 CAGR 0.3%
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グローバルＩＴサービス市場規模※

2010~2015 CAGR 5%
（Ｂｉｌｌｉｏｎ$）

出典：ガートナー 2011年3Q版セグメント別ITサービス市場規模予測」 2011年10月

※モデレート・ケース

国内市場はほぼ横ばい （10兆円前後で推移）
グローバル市場には成長の余地あり（年平均成長率５％）
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富士通のポジション

売上額ベンダーランキング※

（２０１０年度実績）

順位 企業名 金額
（百万円）

シェア

1 富士通 1,332,180 13.6%

2 NTTデータ 978,624 10.0%

3 NEC 945,370 9.6%

4 日立製作所 864,766 8.8%

5 日本IBM 729,749 7.4%

※連結ベース

出典：ガートナー 「Market Share IT Services, 2010」 2011年3月31日
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売上額ベンダーランキング※

（２０１０年度実績）

順位 企業名 金額
（百万ドル）

シェア

１ IBM 56,424 7.1%

2 HP 35,346 4.5%

3 富士通 24,117 3.0%

4 Accenture 22,212 2.8%

5 CSC 16,106 2.0%

※連結ベース

ＩＴサービス売上 国内Ｎｏ.１ （12年連続）
グローバル市場売上 世界第３位
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62.1%
23.2%

13.0%

デバイス
ソリューション

ユビキタス
ソリューション

事業セグメントと売上構成比※

※2010年度売上高（連結ベース）

当社におけるＩＴサービスの位置づけ

ＳＩビジネスの範囲

テクノロジーソリューション

サービス
・ソリューション／ＳＩ

・インフラサービス

システムプラットフォーム
・システムプロダクト

・ネットワークプロダクト

2兆4,195億円

33兆兆0,1430,143億円億円

8,300億円

1兆5,895億円

ＩＴサービスと当社事業セグメントの関係

4 Copyright 2012 FUJITSU LIMITED



FUJITSU CONFIDENTIAL
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一般的なＳＩの定義

ハードウェア、ソフトウェアなどを用いてコンピュータシステムを
構築すること。または、企業のシステム構築や運用・保守などを

一括して請け負うサービス事業

システム構築の流れ システムの構成要素

一般的なＳＩ＝“システムインテグレーション”

アプリケーションアプリケーションアプリケーション

フレームワーク
（開発／実行環境）
フレームワークフレームワーク
（開発／実行環境）（開発／実行環境）

ミドルウェアミドルウェアミドルウェア

ＯＳＯＳＯＳ

ハードウェア
（サーバ、ストレージ等）

ハードウェアハードウェア
（サーバ、ストレージ等）（サーバ、ストレージ等）

企画

要件定義

設計

開発・テスト

導入

運用・保守

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
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コンピューティングモデルの変遷
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定型業務の
自動化・効率化

（大量データ処理）

オープン化と
部門システム化

（業務個別最適化）

ガバナンスと
全体最適化

（低コスト、柔軟性）

～１９８０年代 １９９０年代～ 現在・今後

コンピューティング
モデルの変遷

お客様
（ＩＴ部門）

ニーズ

メインフレーム オープンシステム クラウド

汎用ﾊﾟｯｹｰｼﾞ・ﾂｰﾙと
ｻｰﾋﾞｽの組み合わせ

特注型の
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ開発

既存ｼｽﾃﾑとの共存
ﾋﾞｼﾞﾈｽ変化への適応

個別最適化から全体最適化へ
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富士通のＳＩビジネス

システム構築から運用・保守まで多様な製品・サービス
の組み合わせで提供

Copyright 2012 FUJITSU LIMITED7
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２．お客様の抱える課題
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ＩＣＴ利活用の目的が変化

効率化/コスト削減から、高速化/リレーション強化へ

Copyright 2012 FUJITSU LIMITED

出典：日経BPコンサルティング「ビジネスとICTの利活用に関する調査」（2011/8）

N=600

%

今後は
ICT利活用
範囲が拡大

ＩＣＴ利活用の目的： これまで■ と 今後■
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ＩＴ部門として期待される役割

運用管理から戦略・企画へシフト
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出典：日経BPコンサルティング「情報システムの更新と保守に関する調査」（2011/8）

ＩＴ部門に期待される役割
N=600
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しかし･･･

世界平均は７割、３割を成長・変革のための投資へ

日本企業のＩＣＴ支出の８割が運営費

Copyright 2012 FUJITSU LIMITED

出典：ガートナーによる2011年ＩＴキー・メトリクス・データベース需要予測
Gartner Symposium / ITxpo2011 「CIO アジェンダ2012」 デーブ・アロン、2011.10.3-5

ＩＣＴ/年商比率では、日本の5倍（日本：0.76％ 北米：3.83％）
出典：ガートナー (ITデマンド・リサーチ)／調査：日本2011年5月、海外2011年5～6月
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既存システムの見直しが喫緊の課題

レガシー化問題が人材育成、その他課題に悪影響
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出典：日経BPコンサルティング「情報システムの更新と保守に関する調査」（2011/8）

ＩＣＴで取り組むべきテーマ N=600
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膨大すぎる既存システム資産

個別の課題とともに資産量そのものが深刻な課題
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出典：日経BPコンサルティング「情報システムの更新と保守に関する調査」（2011/8）

更新作業の課題 N=523
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ＩＴ部門が今やろうとしていること
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進行するサーバの仮想化対応

２０１５年までに約８割のサーバが仮想化

Copyright 2012 FUJITSU LIMITED

出典：Gartner Symposium / ITxpo2011 「プライベート・クラウドとサーバ仮想化のベスト・プラクティス」
フィリップ・ドーソン、2011.10.3-5

インストール済みx86のワークロードがVMで実行される比率
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仮想化からクラウド化へ

２０１５年までに約７５％がクラウド対応へ

Copyright 2012 FUJITSU LIMITED

2015年までに自社の仮想化はどう発展すると考えるか
（最も近いものを1つ選択）（N=55)

出典：ガートナーのデータ・センターコンファレンス調査 2010年12月
Gartner Symposium / ITxpo2011 「プライベート・クラウドとサーバ仮想化のベスト・プラクティス」

フィリップ・ドーソン、2011年10月3-5日
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それでも残る課題

Copyright 2012 FUJITSU LIMITED17
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その課題、そのままにしておくと・・・

Copyright 2012 FUJITSU LIMITED18
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ＩＴ部門のジレンマ
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３．課題解決に向けた富士通のアプローチ
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コンセプト

Copyright 2012 FUJITSU LIMITED21



FUJITSU CONFIDENTIAL

２ｗｉｎ ｃｙｃｌｅのアプローチ

2win cycleは、お客様のビジネス環境をビジネスサイクル（右側）とシ
ステム構築サイクル（左側）の２つのサイクルで表したもの。また、ビ
ジネスサイクルをシステム運用サイクル背後から支える。

ベンダーはお客様のビジネスサイクルをきちんと観ながら「ＩＣＴはどう
あるべきか」というアプローチをしなければならない。

システム運用
サイクル

システム運用
サイクル

ビジネス
サイクル

ビジネス
サイクル

システム
構築サイクル

システム
構築サイクル
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テスト
・導入

評価 企画 事業具体化

設計開発要件定義

ビジネス
サイクル

運営

システム運用
サイクル

２win cycle
を支える施策

２ｗｉｎ ｃｙｃｌｅの「開き」

運用

既存システムの運用

既存事業の運営

ア
プ
リ

イン
フラ

システム
構築

サイクル

ｼｽﾃﾑ評
価

ｼｽﾃﾑ改
善

企画
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テスト
・導入設計開発要件定義

ｼｽﾃﾑ評
価

ｼｽﾃﾑ改
善

企画

Copyright 2012 FUJITSU LIMITED

評価 企画 事業具体化

ア
プ
リ

イン
フラ

ビジネス
サイクル

運営

システム運用
サイクル

システム
構築

サイクル

２win cycle
を支える施策

運用

ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

ﾌｨｰﾙﾄﾞ・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

ｻｰﾋﾞｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

TRIOLE
ｼｽﾃﾑ構成ﾓﾃﾞﾙTRIOLEｱﾌﾟﾛｰﾁ

クラウド新技術

クラウド ・ インテグレーション

クラウド構築サービス

クラウド時代の運用標準

Ｔｒｉ-ｓｈａｐｉｎｇ
(要件定義手法)

モダナイゼーション

INTARFRM
（ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
ﾌﾚｰﾑﾜｰｸ）

Ｆｕｊｅｔ
（システム品質
検証サービス）

業務・システムサイクル

アプリケーション保守

ＳＥ基本ワークスタイル 次期ＰｒｏｊｅｃｔＷＥＢ(PWaaS) ナレッジ標準化

第三者検証サービス（Quality-shaping）

ｲﾝﾌﾗ
工業化

２ｗｉｎ ｃｙｃｌｅのキーテクノロジー＆キーメソッド

今回の
説明範囲
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３．１ モダナイゼーション
（既存資産問題の解決へ）
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システム再構築を支える富士通のモダナイゼーション

Copyright 2012 FUJITSU LIMITED

(1)現行システムの機能を漏れなく新システムに反映するために

現行システムのチェック、更新仕様の抽出

１６種類の見える化技術

見える化した情報の検索機能

(2)システム再構築の効率化のために

(3)新システムの運用保守の効率化のために

既存アプリケーションの有効活用

既存アプリケーションのINTARFRM化

再レガシー化の防止

長期利用を実現するアプリケーション基盤の採用

ＩＣＴ投資評価（現場の変化の把握と、投資案件の優先順位付け）

アプリケーション運用保守プロセスの評価

アプリケーションの劣化度合いの評価
26



FUJITSU CONFIDENTIAL Copyright 2012 FUJITSU LIMITED

アプリケーション、アプリ運用保守の観点から１６種類の見える化技術を利用し、
現行システムのチェック、更新仕様を抽出します。

・現行ドキュメント、マニュアル
・インシデント分析結果
・運用条件
・保守運用プロセス
など

アプリケーション資産

現行システム

設計書
マニュアル
手順書

アプリ運用保守

運用
条件

稼働
資産

未稼働資産
稼働
資産

IDENTIFICATION DIVISION.
PROGRAM-ID. COB10001.

PROCEDURE DIVISION.
PERFORM 初期処理.
PERFORM WITH TEST BEFORE UNTIL MODULE-STATUS = 'F0000'

PERFORM 主処理
END-PERFORM.
PERFORM 終了処理.
STOP  RUN.

*
初期処理 SECTION.

OPEN  INPUT   INF000001-F01.
OPEN  OUTPUT  OTF000001-F02.

⇔ INITIALIZE    COB10001-01.
ACCEPT  HIZUKE-W  FROM  DATE.

*
主処理 SECTION.

*  読込処理
⇔ READ   INF000001-F01         INTO  COB10001-01

AT END
MOVE 'F0000'               TO  MODULE-STATUS

NOT AT END
ADD   1                    TO  CNT-INFILE

END-READ.
IF  MODULE-STATUS = 'N0000'

THEN
⇔ IF HANBAITEN-01 NOT = SPACE
⇔ THEN

MOVE  HANBAITEN-3-01          TO  SUB00000-1-W
MOVE  SUB00000-W              TO  SUB00000-IN
CALL 'SUB00000' USING SUB00000-PARA
MOVE  SUB00000-PARA           TO  HANBAITEN-CD-01

⇔ END-IF
*
*  出力処理

ADD   1                 TO  CNT-OTFILE
⇔ WRITE OTF000001-02    FROM  COB10001-01

END-IF.
*
終了処理 SECTION.

DISPLAY  '**** ｹﾝｽｳ ｼﾞｮｳﾎｳ ****'    UPON SYSOUT.
DISPLAY  ' INFILE   = ' CNT-INFILE  UPON SYSOUT.
DISPLAY  ' CHGFILE  = ' CNT-OTFILE  UPON SYSOUT.
CLOSE  INF000001-F01.
CLOSE  OTF000001-F02.

⇔ END PROGRAM COB10001.

・利用データ項目辞書
・ジョブフロー作成
・条件式抽出
・コメント抽出
・デシジョンテーブル作成
・ＪＯＢ稼働サイクル
・ＦＰＭ，ＣＲＵＤ図 など

：
//  EXEC PGM=PROG2
//B DD DSN=FILEB,‥
// AIMPED DD 

SUBSYS=(AIM,PEDA,00)
//  EXEC PGM=PROG3
//A DD DSN=FILEA,‥
：.
：

ＪＣＬ
アプリケーション

抽出

アプリケーション観点
からの機能分析

アプリケーション観点
からの機能分析

アプリ運用保守観点
からの機能分析

アプリ運用保守観点
からの機能分析

除外

(1)現行ｼｽﾃﾑの機能を漏れなく新ｼｽﾃﾑに反映するために

①現行システムのチェック、更新仕様の抽出

１６種類の見える化技術

27
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情報検索機能により、現行システム調査により抽出されたチェック、更新仕様を開発の
各工程で参照利用できます。
これにより各開発工程で現行システムの機能確認が可能となり反映漏れを防止できます。

調査結果
既存システム

情報

要件
定義

基本
設計

詳細
設計

開発 テスト

【現行システム調査】

【情報検索機能】

現行システム調査結果参照

利用可能な
ドキュメント

既存
ドキュメント

既存
システム

②見える化した情報の検索機能

抽出 格納

(1)現行ｼｽﾃﾑの機能を漏れなく新ｼｽﾃﾑに反映するために

28
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既存アプリケーションを有効活用し、INTARFRM上にモダナイゼーション

(2)システム再構築の効率化のために

①既存アプリケーションの有効活用

既存アプリケーションのINTARFRM化

COBOL

VB
サーバ統合

COBOL

VB

COBOL

VB

再構築

既存資産活用

モダナイ
ゼーション

モダナイ
ゼーション

既存アプリケーション

＜効果＞

アプリケーションをプラットフォームフリー化

今の最新化だけでなくその先の最新状態を維持

29
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①再レガシー化の防止
長期利用を実現するアプリケーションフレームワーク(INTARFARM)の採用

OS、ミドルウェア、ハードウェアなどに影響されにくい環境で稼働させ、
アプリケーションの成長と長期利用を実現します。

(3)新システムの運用保守の効率化のために

OS/
ハードウェア

OS/
ハードウェア

ミドルウェア

ミドルウェア

ミド
ル

ウ
ェ

ア

ミド
ル

ウ
ェ

ア

OS/

ハードウェア
OS/

ハードウェア

ミド
ル

ウ
ェ

ア

ミド
ル

ウ
ェ

ア

OS/
ハードウェア

OS/
ハードウェア

これまで：アプリケーションの作り直しこれまで：アプリケーションの作り直し

アプリケーションアプリケーション

フレームワークフレームワーク
フレームワークフレームワーク

フレームワーク

フレームワーク

アプリケーションアプリケーション

INTARFRM

OS/
ハードウェア

OS/
ハードウェア OS/

ハードウェアOS/

ハードウェア OS/
ハードウェア

OS/
ハードウェア

技術の進化

アプリケーションアプリケーション

これから：アプリケーションの長期利用これから：アプリケーションの長期利用

オンプレミスオンプレミスオンプレミス Windows AzureWindows AzureWindows Azure
富士通クラウド富士通クラウド富士通クラウド

ビジネス環境の変化ビジネス環境の変化 ビジネス環境の変化ビジネス環境の変化

ミドルウェアミドルウェア
ミドルウェア
ミドルウェア

ミドルウェア
ミドルウェア

技術の進化

アプリケーションアプリケーション アプリケーション

プライベートクラウドプライベートクラウドプライベートクラウド

OS/ハードウェア

OS/ハードウェア
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(3)新システムの運用保守の効率化のために

ＩＣＴ投資評価（現場の変化の把握と、投資案件の優先順位付け）

経営戦略やビジネス動向からビジネス貢献度の高い案件を見極めて優先的に実施

こんな業務が
ほしい

経営層

利用部門

・この機能が不足
・もっとこのようしたい

変化の
把握

特許出願済み
（４件）

： 経営者のビジネス観点に対する
思い

効
果

リ
ス

ク

ギャップ

ギャップ

0

1

2

3

4

5 方針

レーダーチャート

（ビジネス軸）

0 

50 

100 

0 50 100 
低

低

高

ビ
ジ
ネ
ス
貢
献
度

優先実施

実施時期
再検討

実現手段
再検討

必要性
再検討

Ａ案件

Ｃ案件

Ｅ案件Ｂ案件

技術実現度

Ｄ案件

高

投資案件の見える化
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(3)新システムの運用保守の効率化のために
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日々発生するインシデントを分析し、現場のニーズ・課題を把握

販売

人事給与

システム毎の集中を見ます

Aサブシス Bサブシス Cサブシス Dサブ

Aサブシス Bサブシス Cサブシス Dサブ

Aサブシス Bサブシス Cサブシス Dサブ

どの部門から、どのシステムに対して、
どんな種別のインシデントが多いか？

各部門ごとにインシデント削減対策へ
の傾向を掴みます

インシデント分析

32
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(3)新システムの運用保守の効率化のために
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ＩＴＩＬに基づいた運用保守プロセスの定着の評価と、改善策の立案

運用・保守プロセス改善

診断ヒアリング診断ヒアリング 改善計画改善計画Fit&Gap分析／
全体評価

Fit&Gap分析／
全体評価

実践実践

プロジェクト

改善スケジュール、具
体的な適用方法の

検討

運用・保守サービスプロセス診断

診断／改善サイクル定着診断／改善サイクル定着診断／改善サイクル定着

標準プロセスモデル
、
保守ツールの活用

運用・保守サービスプロセス点検シー ト

改善
ポイント

改善
ポイント

プロジェクト／組織のプロセス評価・分析

アプリケーション運用保守プロセスの評価

33
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(3)新システムの運用保守の効率化のために
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保守改修の難易度を影響範囲の大きさ、規模、ロジックの複雑さから見える化

整然と配置＝改修容易
（≒保守コスト小）

整然と配置＝改修容易
（≒保守コスト小）

乱雑に配置＝改修困難
（≒保守コスト大）

乱雑に配置＝改修困難
（≒保守コスト大）

アプリケーションの劣化度合いの評価

34
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３．２ 要件定義手法 Tri-shaping
（経営・業務に貢献するシステム）

35
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完成したシステムへの満足度

■システム開発自体が目的化し、

経営・業務の「価値実現」の視点
が失われていないか？⇒要件定義の「質」の問題

■システム開発自体が目的化し、

経営・業務の「価値実現」の視点
が失われていないか？⇒要件定義の「質」の問題

計画通り
利用して満足

51.9%
計画通り利用して

いるが不満足
25.5%

計画通りに
利用していない

1.9%

その他：20.8%

25.5%が計画どおりの
利用なのに不満足

出典：日経コンピュータ2008年12月1日号特集 第2回プロジェクト実態調査 800社

48.2%が不満足

36
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Tri-shapingとは これまでの取り組み

37 Copyright 2012 FUJITSU LIMITED

２００６ ２００７ ２００９ ２０１０

要件定義の
重要性の
認識が
高まる

•経済産業省
•SEC
•JUAS

•ICT業界

SEC:ソフトウェア・エンジニアリング・センター
JUAS:日本情報システム・ユーザー協会

形式品質だけでなく内容品質を強化

要件定義のさらなる品質向上

形式品質：ドキュメントの記
述ルールが守られている

か。ドキュメント間の整合性
が とれているか。

内容品質：要件の内容面、
すなわち業務内容が正しく

反映されているか。

２００８

年度

設計の革新（上流工程の品質向上）

[旧]
新要件定義手法 [拡張]

Tri-shaping

２０１１～

•要件定義開始基準 ・書き方ガイド
•要件定義完了基準 ・監査・診断

形式品質の向上

内容品質の向上
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業務ﾌﾟﾛｾｽの分析・設計：
シンプルで柔軟な業務プロセスの分析・設計

業務形成手法 shapingBP
shaping Business Process

業務ﾌﾟﾛｾｽの分析・設計：
シンプルで柔軟な業務プロセスの分析・設計

業務形成手法 shapingBP
shaping Business Process

業務仕様の作成：
ヌケモレ・曖昧さを低減した業務仕様（業務ルール）の作成

業務仕様形成手法 shapingBS
shaping Business Specifications

業務仕様の作成：
ヌケモレ・曖昧さを低減した業務仕様（業務ルール）の作成

業務仕様形成手法 shapingBS
shaping Business Specifications

要件をつくり上げていく過程のノウハウを集大成

要件定義手法 Tri-shaping

つくる過程を重視：「形成」 変えていく：「shaping」
ブランドプロミス：shaping tomorrow with you

要求の立案・決定：
経営・業務に真に貢献する要求を立案・決定

要求形成手法 shapingBR
shaping BusinessRequirements

要求の立案・決定：
経営・業務に真に貢献する要求を立案・決定

要求形成手法 shapingBR
shaping BusinessRequirements

旧：新要件定義手法

Tri-shapingとは 技術体系

38
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要求形成の現状

経営層の要求と業務部門の要求が整合していない

要求の内容品質を高める

経営の意図に
合っているか？

業務

経営
物流コスト削減のた
めに、物流業務プロ
セス全体を改善する

・システムで廃棄日の
指示を出してほしい

・多温度対応トラック
を導入したい

何が良くなるのか？

この実現手段で
良いのか？

例えば物流業務の場合

39
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要求形成手法「shapingBR」の解決策

業務

ICTｼｽﾃﾑ

経営

完全性の検討

妥当性の検討

要求の内容品質の向上

業務

ICT
ｼｽﾃﾑ

経営

目的 手段
何が良くなるか（目的）

KPI 現状値 目標値

どんな手を打つか（手段）

具体的な対応策

何を実行するか
実現可否、優先順位

いかに合意形成するか
関係ステークホルダ

経営・業務・ICTシステムの要求の全体整合性を見る

充分性の検討

40
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構造化による全体整合性確認のイメージ

体系的に構造化することにより

要求の内容品質を高める

業務

ICT
ｼｽﾃﾑ

経営

物流コスト
削減

物流業務
プロセス改善

目的

手段

目的

手段

手段

？

物流コスト
削減

物流業務
プロセス改善

廃棄処分
の自動化

在庫保管
費の削減

積載効率
を上げる

廃棄日
指示機能

多温度対
応トラック
の導入

Before After

廃棄日
指示機能

多温度対
応トラック
の導入

？

？

41
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業務形成の課題

柔軟かつ迅速に
変化に対応できる
業務プロセスおよび
ＩＣＴシステムの構築

予測できない未来に備え、業務プロセスをどう作っておくか

業務プロセスを変えるスピードの向上

現状 課題

目まぐるしい
ビジネス環境の変化

業務及びICTシステムの
複雑化・肥大化

42
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業務形成手法「shapingBP」の解決策

シンプル化・柔軟性をつくりあげる

柔軟・シンプルな業務プロセスを決める

①業務の幹の見極め
業務の中心となっている必要最小限の

業務プロセスを明確にする

＜要のものこと分析＞

②業務の枝葉の洗い出し・整理
業務のバリエーションを洗い出し、

整理する

＜バリエーション分析＞

実際の業務
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業務仕様形成の課題と解決策

いかに業務ルールのヌケ・モレ・アイマイさを低減するか

ＩＣTシステム構築に確実に橋渡し、手戻りを減らす

結合・総合テストでのバグを集計し分類すると、要件定義に関するバグが６割程
度を占める。そのうち7割がヌケ・モレ・アイマイ。

ヌケ

モレ

アイマイ

現状の問題

「書くべき仕様」が
書かれていない

全ての場合分けが
書かれていない

誰にでもわかるように
書かれていない

課題

書くべき
業務仕様を提示

モレが見える
仕様の書き方

用語の整理

解決策
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【参考】Tri-shapingKB画面例（要求構造化）

現場の経験を結集し、不完全な状態から要件を管理可能に

ステークホルダー全体で価値を共有し、ブレない要件定義へ

Copyright 2012 FUJITSU LIMITED

孤立した要求

手段の候補

45
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３．３ アプリケーションフレームワーク
INTARFRM

（変化に強いアプリケーション環境）

46
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OS/

ハードウェア

OS/

ハードウェア

ミドルウェア

ミドルウェア

ミ
ドル

ウ
ェ

ア

ミ
ドル

ウ
ェ

ア

OS/

ハードウェア
OS/

ハードウェア

ミ
ドル

ウ
ェ

ア

ミ
ドル

ウ
ェ

ア

OS/
ハードウェア

OS/
ハードウェア

これまで：アプリケーションの作り直しこれまで：アプリケーションの作り直し

アプリケーションアプリケーション

フレームワークフレームワーク
フレームワークフレームワーク

フレームワーク

フレームワーク

アプリケーションアプリケーション

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾚｰﾑﾜｰｸ

OS/

ハードウェア

OS/

ハードウェア OS/

ハードウェアOS/

ハードウェア OS/
ハードウェア

OS/
ハードウェア

技術の進化

アプリケーションアプリケーション

これから：アプリケーションの成長これから：アプリケーションの成長

オンプレミスオンプレミスオンプレミス Windows AzureWindows AzureWindows Azure
富士通クラウド富士通クラウド富士通クラウド

アプリケーションフレームワーク はOS,ミドル、ハードウェアなどのインフ
ラに依存しないアプリケーションの成長と長期利用を実現します。

ビジネス環境の変化ビジネス環境の変化 ビジネス環境の変化ビジネス環境の変化

ミドルウェアミドルウェア
ミドルウェア
ミドルウェア

ミドルウェア
ミドルウェア

技術の進化

アプリケーションアプリケーション アプリケーション

これからのアプリケーションは
アプリケーションフレームワークが全てをつなぐ!

アプリケーションフレームワークとは

プライベートクラウドプライベートクラウドプライベートクラウド

OS/ハードウェア

OS/ハードウェア
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アプリケーションフレームワークの主な機能
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アプリケーションフレームワークの主な機能

アプリケーションの実行機能

システム共通部品 実行制御部品 構造化部品

狭義のアプリケーションフレームワーク

ミドルウェア/ＯＳ/ハードウェアミドルウェア/ＯＳ/ハードウェア

アプリケーションアプリケーション

OS/
ハード
ウェア

OS/
ハード
ウェア

OS/
ハードウェア

OS/
ハードウェア

ミドルウェアミドルウェア
ＯＳ/

ハードウェア

ＯＳ/
ハードウェア

ミドルウェアミドルウェア

アプリケーションアプリケーション アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション

狭義のアプリケーションフレームワーク
※Struts,Spring等

広義のアプリケーションフレームワーク
※INTARFRM の位置づけ

設計作業・開発作業の支援機能

開発作業プロセスの標準化

開発規約

ドキュメントフォーマット

開発手順

自動生成ツール

テストツール

構成管理ツール
システム共通部品 実行制御部品 構造化部品

広義のアプリケーションフレームワーク



FUJITSU CONFIDENTIAL 4949
※リポジトリ・・・システムやアプリケーションの情報をまとめて保管するデータベース

4949

INTARFRMの５つの特長INTARFRMの５つの特長

お客様と共に成長するＩＴｼｽﾃﾑを支えるｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾚｰﾑﾜｰｸ

① ずっと使える ～ソフトウェアのライフサイクルに対応～
設計情報のリポジトリ※を核とした首尾一貫した手法により、設計から保守にいたるまでの
ソフトウェアライフサイクルに対応し、アプリケーションを長期に成長させるお手伝いをします

② いつでもどこでも開発できる ～インターネット環境への対応～
時間と場所の壁を越えた開発環境が離れた場所の人々をつなぎ、設計工程の品質を飛躍的に
向上させ、開発期間の短縮が可能です

③ さまざまな条件下で動かせる ～最新技術への対応～
オンプレミスでの運用だけでなく、クラウド（SaaS）環境での運用にも対応します
SOAの適用により他システム連携を容易にします

④ いろいろ選べる ～幅広い言語・アーキテクチャに対応～
設計や保守のニーズに合わせた開発スタイル（ライフサイクル重視型、機動力重視型）をご提案します
また、複数の開発言語やシステム形態を選択することができます

⑤ みんなが使える ～当社グループのノウハウをお客様のプロセス改善に～
開発言語やシステム形態に依存しない開発ノウハウと開発スタイルを確立しています
また、富士通グループのノウハウを結集した標準化・作業プロセスを整備し、プロセス改善を
お手伝いします

49 Copyright 2012 FUJITSU LIMITED
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①ずっと使える ～ソフトウェアのライフサイクルに対応～①ずっと使える ～ソフトウェアのライフサイクルに対応～

標準XMLタグ

リポジトリ

要件 構築 保守

要件 構築 保守

経営の
目的

業務要求

実現手段

施策

経営層

業務部門

情報システ
ム部門

経営層、
業務部門の

合意

業務部門、
情報システム
部門の合意

Tri-shaping

システム
機能

構成管理情報
変更管理情報

構成管理情報
変更管理情報

連携

自動生成
自
動
生
成

自
動
生
成

設
計
支
援

設
計
支
援

テ
ス
ト
支
援

テ
ス
ト
支
援

課題：要件反映漏れや要件・設計変更作業での影響箇所の把握を効率化できない
施策：リポジトリを活用して、要件および設計のトレーサビリティを向上する

■ 「Tri-shaping」により経営の目的に合致した要件が実装されていることの
確認を支援する

■ソースコードやテスト仕様書を自動生成し、ソフトウェアの品質向上・効率化を支援する
■要件変更・設計変更・保守改修時に、影響箇所の判別を容易にする

課題：要件反映漏れや要件・設計変更作業での影響箇所の把握を効率化できない
施策：リポジトリを活用して、要件および設計のトレーサビリティを向上する

■ 「Tri-shaping」により経営の目的に合致した要件が実装されていることの
確認を支援する

■ソースコードやテスト仕様書を自動生成し、ソフトウェアの品質向上・効率化を支援する
■要件変更・設計変更・保守改修時に、影響箇所の判別を容易にする

ツール類、共通API ※1など

要件定義情報要件定義情報

連携
設計

開発

検証結果

運用・保守

要件

※1 ＡＰＩ・・・Application Programming Interface 

50 Copyright 2012 FUJITSU LIMITED
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コミュニケーションフロント※

②いつでもどこでも開発できる ～インターネット環境へ対応～

51 Copyright 2012 FUJITSU LIMITED

自動生成設計支援

テスト支援

INTARFRM開発環境

オン
プレミス

INTARFRM実行機能

アプリケーション

リポジトリ

課題：大規模開発やオフショア開発において、設計書や開発資産の集約・整合を
手作業に頼らざるを得ないため、分散開発の効率化を阻害している

施策：開発環境をインターネットに対応させ分散開発を支援する
■開発環境をクラウド上に配置し、いつでもどこでも開発可能にする
■クラウド上で開発したアプリケーションを実行環境へ移送して動作可能にする

課題：大規模開発やオフショア開発において、設計書や開発資産の集約・整合を
手作業に頼らざるを得ないため、分散開発の効率化を阻害している

施策：開発環境をインターネットに対応させ分散開発を支援する
■開発環境をクラウド上に配置し、いつでもどこでも開発可能にする
■クラウド上で開発したアプリケーションを実行環境へ移送して動作可能にする

クラウド

INTARFRM実行環境

移送

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

※コミュニケーションフロント・・プロジェクトマネジメント情報共有の土台
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③さまざまな条件下で動かせる ～最新技術への対応～

52 Copyright 2012 FUJITSU LIMITED

オンプレミス

INTARFRM実行機能

シ ス テ ム 基 盤

利用形態

ＳａａＳ

SaaS対応

パッケージ

オン
プレミス

連携SOA
対応

発展

カスタムメイド

他システム

課題：アプリケーション開発型・サービス提供型など利用形態に合わせた
開発をする必要がある

施策：■アプリケーションのSaaS化を容易にする
■SOAの適用により他システムとの連携を容易にする

課題：アプリケーション開発型・サービス提供型など利用形態に合わせた
開発をする必要がある

施策：■アプリケーションのSaaS化を容易にする
■SOAの適用により他システムとの連携を容易にする

クラウド クラウド

発展

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ開発型
(カスタムメイド)

サービス提供型
(ＳａａＳ)
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サーバ実行機能

④いろいろ選べる ～幅広い言語・アーキテクテャーに対応～
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設計ツール

設計書

クライアント実行機能

Visual C# COBOL

Visual BasicJava/JavaScript Java Visual C#

Visual Basic

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
(Visual C#)

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
(COBOL)

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
(Visual Basic)

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
(Ａｐｐｌｅｔ/Ajax)

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
（Servlet+EJB）

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
(Visual C#)

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
(Visual Basic)

自動生成 自動生成

課題：レガシーシステムの資産を活用できない
開発言語・開発スタイルに合わせたアプリケーションフレームワークを利用しなければならない

施策：■ｼｽﾃﾑ形態：Web、RIA（Ajax/Javaアプレット）、クラサバ（スマートクライアントを含む）

言語：Java、 Visual C# 、Visual Basic、ColdFusion、COBOL

■OS/ﾐﾄﾞﾙｳｪｱ等の技術変化を自動生成機能で吸収し、長期にｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを成長させ続ける
■「ライフサイクル重視型」に加え「機動力重視型」の開発スタイルにも適用可能にする

課題：レガシーシステムの資産を活用できない
開発言語・開発スタイルに合わせたアプリケーションフレームワークを利用しなければならない

施策：■ｼｽﾃﾑ形態：Web、RIA（Ajax/Javaアプレット）、クラサバ（スマートクライアントを含む）

言語：Java、 Visual C# 、Visual Basic、ColdFusion、COBOL

■OS/ﾐﾄﾞﾙｳｪｱ等の技術変化を自動生成機能で吸収し、長期にｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを成長させ続ける
■「ライフサイクル重視型」に加え「機動力重視型」の開発スタイルにも適用可能にする

設計書

リポジトリ

自動生成機能

機動力重視型

ライフサイクル重視型

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
(ColdFusion)

ColdFusion
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⑤みんなが使える ～当社グループのノウハウを結集～
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課題：アプリケーションフレームワークが複数存在し使い方・作法が異なるためスキルを活かせない
異なるアプリケーションフレームワーク間では開発資産の再利用ができない

施策：■富士通グループのノウハウが蓄積されたアプリケーションフレームワークを統合・発展
■継続的なノウハウ・スキル・要員の活用が可能

課題：アプリケーションフレームワークが複数存在し使い方・作法が異なるためスキルを活かせない
異なるアプリケーションフレームワーク間では開発資産の再利用ができない

施策：■富士通グループのノウハウが蓄積されたアプリケーションフレームワークを統合・発展
■継続的なノウハウ・スキル・要員の活用が可能

INTARFRM

【業種】

金融、製造、流通、官公庁、
医療、文教、エネルギー・・・

【業務】

販売管理、生産管理、物流、人
事管理、財務会計、為替管理、
設備管理・・・

富士通グループのノウハウ

Qu
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EZ
De
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パートナー

お客様

情報系

会社

富士通

パートナー

IT

ｻｰﾋﾞｽ

ﾍﾞﾝﾀﾞｰ

企画

部門

お客様

利用者

部門

情報

ｼｽﾃﾑ

部門

ｿﾌﾄｳｪｱ

ﾍﾞﾝﾀﾞｰ

ITベンダー

富士通

ｸﾞﾙｰﾌﾟ

企業

富士通
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３．４ システム品質検証サービス Fujet
（「出来映え」の見える化）

55
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システム品質を評価する時の悩み

56

品質は大丈夫なのか？
品質は良いのか／悪いのか？
後どの位費用が掛るのか？

ﾊﾞｸﾞ数

試験数

予想残ﾊﾞｸﾞ数

バグ数指標値
ﾊﾞｸﾞ数

試験数

予想残ﾊﾞｸﾞ数

バグ数指標値 客観性、説得性
のある判断素材

に悩む・・・

Copyright 2012 FUJITSU LIMITED

経営者層
システム部門

／開発者
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システム品質の評価手法

57

「出来映え」で評価する手法

経営者層
システム部門

／開発者
品質評価の

共通のモノサシ

「業務重要度」・「テスト項目の充足性」・「テスト実績」の
組合せでテストの出来映えを可視化し、
品質の出来映えとして捉えていく考え方

Copyright 2012 FUJITSU LIMITED
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Ｆｕｊｅｔ® フレームワーク
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Ｆｕｊｅｔは、「出来映え」評価手法を使ってシステム品質をマネジメントしていくためのフ
レームワークであり、３つのサービス層から構成されています。

ｿｰｽｺｰﾄﾞ解析結果出力

解析結果分析

非機能アセスメント

個別検証

業務ﾃｽﾄ項目作成

画面ﾃｽﾄ項目作成

テスト自動化

各種情報の保管、再利用

品質状況の見える化

Ｆｏｒｔiｆｙ SCA 他

ＱＣ 他

ＱＴＰ 他

ＬｏａｄＲｕｎｎｅｒ他
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「出来映え」のマネジメントプロセス

【テスト計画】
テスト項目となり得るパ
ターンを把握する

【テスト計画】
今回テスト実施する項
目を抽出する

【テスト実施】
テスト実施状況を把握
する

【テスト評価】
テスト計画に基づいて
テスト結果を評価する

今回のシステムが影響する範囲に
関し、業務上発生し得る可能性の
組み合わせパターン（観点）を洗い
出す

【テスト計画】
業務上の重要性を考
慮し、テスト実施方針を
決める

影響する業務上の重要性を考慮し、
対象範囲、実施項目数、実施期間
などの方針を決める

対象範囲（観点）の中から、今回テ
スト実施する項目の抽出を行う

バグ発生箇所と重要性の関係（重
要度が高い部分でバグが集中して
いる 等）や、テストの進捗状況を把
握する

バグ発生箇所、収束状況、バグ原
因と重要度の関係などを分析してテ
スト結果を評価し、品質向上に向け
た２回目テストの計画を策定する

●

●

●

• 重要度高い領域でバグ
発生した場合、同じ領
域でのテスト追加

• 実施していないテストパ
ターンを抽出実施（強化
試験

など

テストの進捗状況を可視化

重要度を考慮してテスト計画を作成
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「出来映え」の可視化と評価の例（ＳＱＬＣＭサービス）

60

品質指標
品質属性データ

高さ 色

試験充足性 試験項目数 充足率

試験項目数は多いが
充足率が低い

試験項目数が少なく
充足率も低い

試験項目数が多く
充足率が高い

Copyright 2012 FUJITSU LIMITED
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Ｆｕｊｅｔサービス概要(1/2)
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業務仕様に基づいたテストを行い、システム品質を
検証するサービス。
以下のサービス機能を提供。

業務テスト項目に画面入力値、テスト手順を付加し、
テストケース（テスト手順相当）を作成。

実行スクリプトによるテスト実施から、実施結果と
期待値の照合と証跡の取得までを自動的に行う。

照合結果に基づいて、業務テスト結果報告書を
文書として自動出力。

１．業務品質検証サービス

①テストケースの作成

②テストの実行と結果の検証

③テスト結果報告
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■ソースコードチェックや脆弱性チェックを行って、プログラムの品質を検証する
サービス。

■非機能要件（信頼性、運用性、性能）のアセスメントを行って、業務基盤の
品質を検証するサービス。

■ LCMリポジトリ
業務品質検証サービスの資材を品質分析/再利用
するための資産として保管する。

■ 品質分析・評価
テストの計画／実績を品質の「出来ばえ」と捉えて
整理し、業務視点のグラフという形に「見える化」し、
品質を的確に判断する情報を提供する。

２．業務基盤品質検証サービス

４．ＳＱＬＣＭ（品質マネジメント）サービス

３．プログラム品質検証サービス

Ｆｕｊｅｔサービス概要(2/2)
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業務品質検証サービス

63

・業務仕様に基いたテストを行い、品質を検証するサービスです。
・論理的かつ高カバー率のテスト資材を作成し、短期間で効率的なテストの実施を実現します。
・作成したテスト資材はＳＱＬＣＭサービスとの連携情報（品質の出来映えの可視化）に活用します。

Copyright 2012 FUJITSU LIMITED
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業務品質検証サービスの特長

品質マネジメントの視点からテスト作業全体をシームレスに連携し
ます。

64 Copyright 2012 FUJITSU LIMITED
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システム品質向上への効果
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ダイレクト預入（モバイル）
ダイレクト預入（テレフォン）

窓口預入（通帳）

窓口預入（カード）

通
帳

カ
ー
ド

テ
レ
フ

ォ
ン

ＩＣ対応ＡＴＭ預入（通帳）

ＩＣ対応ＡＴＭ預入（カード）

ＩＣ非対応ＡＴＭ預入（通帳）
ＩＣ非対応ＡＴＭ預入（カード）

ダイレクト預入（インタネット）

定期預金の
入力装置

定期預金の
預入パターン

ＬＣＭリポジトリ

重要システムについて顧客や経営への影響やリスクの観点から品質状況や稼動判定ができる
品質に問題がある箇所を早期に把握でき、的確に対応指示を行うことができる
株主やお客様等に対して、システム品質に関する適切な説明ができる

稼動に向けた品質安定化のシナリオを描くことができる
テストの進捗状況と品質状況を適時的確に把握できる
受入テスト項目を自ら設定できる
テスト実施項目を蓄積することで、メンテナンス時に品質向上を図ることができる

開発者

経営者

Ａ：テスト見直し

Ｐ：テスト計画

Ｄ：テスト実施

Ｃ：テスト評価

品質向上のＰＤＣＡサイクルにより以下の効果が期待できます。

ﾃｽﾄ資材

Copyright 2012 FUJITSU LIMITED
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なお、･･･

Copyright 2012 FUJITSU LIMITED

会場内の富士通の展示ブースにて、

「システム品質検証サービス Fujet」
「INSTANT COPY 画面のハードコピーを簡単ワンタッチ」

展示中！お気軽にお立ち寄りください。
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【参考】Quality-shaping（2012.1.18プレスリリース）

ビジネス成長を支えるＩＣＴの安定稼働に貢献するQuality-shaping
－システムのライフサイクルは「運用」から始まるー

http://pr.fujitsu.com/jp/news/2012/01/18.html

Copyright 2012 FUJITSU LIMITED67
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【参考】Quality-shaping（2012.1.18プレスリリース）

Copyright 2012 FUJITSU LIMITED68
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４．おわりに
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富士通のＳＩ

ＩＣＴのトータルなコーディネートを通じてお客様とともに継続的に成
長するサービスを共創します。

Copyright 2012 FUJITSU LIMITED70
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富士通のＳＩ
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